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of Plant Growth: A Case Study Conducted in Seikatsuka Studies (Life Environmental





























































































生活科は２年生からの選択必修科目で，前期（4∼ 7月），後期（9 ∼ 1月）のそれぞれ
週１コマ（90分）で月曜日１時限に開講されている。なお，2008 年度から全学的な副免制
度が開始され，教育学部以外の学部に在籍している幼稚園・小学校教諭免許の取得を目指

























方によって図の形は大きく変化する。図 1b は，横軸を記録日で単純に均等割りし，図 1c
では，記録日の間が不規則であることを配慮した横軸を用いて示している。図 1a と図 1b，
c を比べると，図 1c が実際の成長を反映していることが明らかである。そこで，受講生が
提出した成長の図を 1b型，1c型に分類し，科学的素養の高低を判定する基準とした。つ
































正 13 9 4 0
誤 12 7 4 1
＊
2009 年後期
正 16 3 13 0
誤 21 3 14 4
＊
2010年前期
正 22 5 15 2
＊＊
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